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 瑞穂小学校にデイ利用者が縫った 

雑巾 15枚を寄付、利用者から直接 

児童に手渡してもらいました。 

『頑張って縫ったのでこれで学校を 

奇麗にしてください』と手渡すと、『頑 

張って掃除します』と児童代表から、 

返してくれました。 

利用者の一人は自分の息子も卒 

業した学校の校内にひさしぶりに入 

り『懐かしかった！』と嬉しそうに話し 

ておられました。 

小学校に手作り雑巾を寄付 

 これまでアルバイトとして、デイサービスに来てくれてい 

た高校生の上田さんと、向井さん。 この春から二人とも、 

医療・福祉関係の学校に進学されます。 

 これまで多くの利用者さんと関わり、入浴介助なども経 

験してもらいました。 これから夢に向かって次の一歩を 

進み始めている二人にエールを送るとともに、これまで 

経験してきたことも活かして、勉学に励んでもらいたいと 

思います。 

デイ高校生アルバイト 

この春進学！ 

↑利用者二人が学校訪問して手渡しました。 

 

￥ 

 

デイのレクリエーションの様子。写真左が向井さん→ 

 

￥ 

 



 

 

麻
薬
中
毒
ホ
ー
ム
ズ 

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
も
の
第
二

作
『
四
つ
の
署
名
』(

一
八
九
〇)

の
始
ま
り
は
、
ホ
ー
ム
ズ
が
コ

カ
イ
ン
注
射
を
う
つ
描
写
か
ら

始
ま
る
。
そ
し
て
最
後
の
二
行

は
、
「
僕
に
は
コ
カ
イ
ン
が
あ

る
さ
」
と
、
そ
の
瓶
に
手
を
の

ば
す
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。 

当
時
の
イ
ン
ド
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
が
小
麦
畑
を
ア
ヘ
ン
栽
培

地
に
切
り
か
え
、
大
量
の
餓
死

者
が
出
た
。 

ア
ヘ
ン
の
利

益
で
、
上
海
を
拠

点
と
す
る
や
く

ざ

青 チ

ン

幣 パ

ン

と

紅 ホ

ン

幣 パ

ン

の
抗
争
は
、
カ
ル

カ
ッ
タ
の
中
国

人
街
に
も
波
及

し
た
。 

ホ
ー
ム
ズ
の

友
人
ワ
ト
ソ
ン

医
師
は
、
ア
フ
ガ

ン
戦
争
で
肩
を
撃
た
れ
負
傷
し

て
い
る(

第
一
作
『
緋
色
の
研
究
』

一
八
八
七)

。 

ビ
ル
マ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
至
る
広
汎
な
イ
ン
ド
の
地

域
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
略
奪
と
殺

戮
を
つ
づ
け
た
。 

イ
ン
ド
の
移
民
二
世
で
一
九

七
四
年
生
ま
れ
の
ア
ビ
ー
ル
・

ム
カ
ジ
ー
の
三
冊
、
両
親
が
パ

キ
ス
タ
ン
人
で
一
九
七
三
年
生

ま
れ
の
ヴ
ァ
シ
ー
ム
・
カ
ー
ン

の
一
冊
が
早
川
ミ
ス
テ
リ
ー
に

入
っ
て
い
る
。
二
人
と
も
ロ
ン

ド
ン
生
ま
れ
で
、
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
を
卒
業
し
た
。 

ア
ビ
ー
ル
・
ム
カ
ジ
ー 

一
九
一
九
年
か
ら
の
カ
ル

カ
ッ
タ
を
舞
台
に
し
た
推
理
小

説
五
冊
中
、
田
村
義 よ

し

進 の

ぶ

訳
で
三

冊
が
出
た
。 

『
カ
ル
カ
ッ
タ
の
殺
人
』

(

二
〇
一
九
邦
訳) 

時
代
設
定
は
一
九
一
九
年
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
結
翌
年
の

事
件
で
あ
る
。 

主
人
公
の
警
部
サ
ム
・
ウ
ィ

ン
ダ
ム
は
大
戦
に
志
願
し
、
フ

ラ
ン
ス
最
前
線
で
被
弾
す
る
。

生
死
を
さ
ま
よ
う
治
療
に
使
わ

れ
た
モ
ル
ヒ
ネ
で
麻
薬
中
毒
に

な
っ
て
し
ま
う
。
従
軍
中
に
妻

は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
死
亡
し
た
。 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ
ー
ド
の

敏
腕
刑
事
だ
っ
た
が
、
生
き
る

こ
と
に
絶
望
。
イ
ン
ド
で
警
視

総
監
を
し
て
い
る
戦
場
で
の
上

官
だ
っ
た
タ
ガ
ー
ト
卿
に
誘
わ

れ
、カ
ル
カ
ッ
タ
に
赴
任
す
る
。 

若
い
ベ
ン
ガ
ル
人
の
部
長
刑

事
サ
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
バ
ネ

ル
ジ
ー
が
部
下
と
な
る
。
彼
は

カ
ル
カ
ッ
タ
名
家
の
出
で
、
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
出
身
で
あ
る
。
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
拒
否
し
、
帝

国
警
察
に
入
る
。
そ
の
た
め
、

家
族
や
一
門
と
は
断
絶
状
態
に

な
っ
て
い
る
。 

こ
の
二
人
で
、
以
後
シ
リ
ー

ズ
化
さ
れ
る
。 

イ
ン
ド
人
街
で
、
マ
コ
ー

リ
ー
ベ
ン
ガ
ル
財
務
局
長
が
惨

殺
さ
れ
る
。 

反
英
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
、

軍
情
報
部
Ｈ
機
関
に
逮
捕
さ
れ

る
。警
察
の
二
人
が
、
軍
の
ド
ー

ソ
ン
大
佐
に
妨
害
さ
れ
な
が
ら
、

犯
人
を
追
い
込
む
と
い
う
も
の
。

真
相
が
ゆ
ゆ
し
き
も
の
ゆ
え
、

当
局
は
隠
蔽
し
て
し
ま
う
。 

以
下
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
読

者
に
真
相
は
明
か
さ
れ
て
も
、

政
治
的
判
断
で
処
理
さ
れ
る
結

末
ば
か
り
で
あ
る
。 

シ
リ
ー
ズ
の
常
連
が
、
こ
こ

で
出
揃
う
。
ユ
ー
モ
ア
と
同
時

に
支
配
者
イ
ギ
リ
ス
と
被
差
別

者
イ
ン
ド
の
葛
藤
と
緊
張
が
全

編
を
お
お
う
。
Ｃ
Ｗ
Ａ(

英
国
推

理
作
家
協
会)

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ダ

ガ
ー
賞
受
賞
。 

『
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
の
葬
列
』

(

二
〇
二
一
邦
訳) 

一
九
二
〇
年
、
カ
ル
カ
ッ
タ

で
藩
王
国
サ
ン
バ
ル
プ
ー
ル
の

王
太
子
が
暗
殺
さ
れ
る
。
そ
れ

も
ウ
ィ
ン
ダ
ム
と
バ
ネ
ル
ジ
ー

が
同
乗
し
て
い
た
車
で
。
バ
ネ

ル
ジ
ー
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
、

王
太
子
と
は
同
時
期
に
学
ん
で

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家 
西ベンガル州は 1977年から 2011年まで共産党政権

だった。写真は 77年当時の共産党幹部たち(筆者撮影) 



 

 

い
た
。 

イ
ギ
リ
ス
は
、
イ
ン
ド
支
配

が
年
々
困
難
に
な
る
な
か
、
藩

王
院
と
い
う
合
議
体
に
五
百
以

上
あ
る
藩
王
国
を
半
強
制
的
に

参
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ

に
反
対
の
王
太
子
が
殺
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

イ
ン
ド
は
全
て
イ
ギ
リ
ス
の

直
轄
領
で
は
な
か
っ
た
。
一
定

の
自
治
権
の
あ
る
半
独
立
国
が

藩
王
国
で
、
イ
ン
ド
全
体
の
面

積
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
。 

二
人
は
休
暇
と
葬
儀
参

加
の
名
目
で
、
サ
ン
バ
ル

プ
ー
ル
に
行
く
。 

犯
罪
の
真
相
は
つ
き
と

め
る
が
、
闇
の
中
に
封
印

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ラ
タ
ヤ
ー
ト
ラ
の
祭
り

を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
据

え
る
。
巨
大
な
ジ
ャ
ガ
ン

ナ
ー
ト
神
の
山
車
が
何
千

人
も
の
手
で
引
か
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
は
、
こ
の
辺
り
を

混
同
し
、
か
つ
訛
っ
て
ジ
ャ

ガ
ー
ノ
ー
ト(
ju
gg
e
r
na
u
t
)

と

い
う
語
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。

サ
ン
ダ
ル
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
な
ど
も
ヒ
ン
ズ
ー
語

が
英
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。 

『
阿
片
窟
の
死
』 

(

二
〇
二
二
邦
訳) 

一
九
二
一
年
、
ガ
ン
ジ
ー
指

導
に
よ
る
不
服
従
運
動
が
拡
大
、

反
英
独
立
運
動
が
激
し
さ
を
増

し
て
い
っ
た
。 

イ
ギ
リ
ス
は
エ
ド
ワ
ー
ド
皇

太
子
を
親
善
訪
問
さ
せ
る
こ
と

と
す
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
歓
迎

式
典
で
の
毒
ガ
ス
テ
ロ
を
阻
止

す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
地

み
ち
な
捜
査
が
重
構
造
で
描
か

れ
る
。 

ド
イ
ツ
は
第
一
次
大
戦
中
、

一
九
一
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
イ

ペ
ー
ル
で
最
初
の
マ
ス
タ
ー
ド

ガ
ス
を
使
っ
た
。
土
地
の
名
か

ら
イ
ペ
リ
ッ
ト
ガ
ス
と
呼
ば
れ

た
。 イ

ギ
リ
ス
も
同
年
、
毒
ガ
ス

の
研
究
を
始
め
る
。
こ
れ
が
本

格
化
す
る
の
は
三
〇
年
代
に
は

い
っ
て
か
ら
で
、
グ
ル
カ
兵
や

パ
ン
ジ
ャ
ブ
兵
を
生
体
実
験
に

使
っ
た
。
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
兵

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
兵
も
犠
牲

者
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
事
件
の
真
相
は
極
秘

裏
に
処
理
さ
れ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
作
品
の

面
白
い
と
こ
ろ
は
、
ガ
ン
ジ
ー

派
の
幹
部
Ｃ
・
Ｒ
・
ダ
ー
ス
と

妻
の
バ
サ
ン
デ
ィ
・
デ
ヴ
ィ
、

ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー

ス(

現
在
、
コ
ル
カ
タ
空
港
の
名
前

に
な
っ
て
い
る)

な
ど
、
実
在
の

人
物
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す

点
で
あ
る
。 

ヴ
ァ
シ
ム
・
カ
ー
ン 

『
帝
国
の
亡
霊
、
そ
し
て
殺

人
』  

(

二
〇
二
二
邦
訳) 

主
人
公
の
ペ
ル
シ
ス
・
ワ

デ
ィ
ア
は
パ
ー
ル
シ
ー
で
イ
ン

ド
初
の
女
性
警
部
。
ボ
ン
ベ
イ

に
は
、
パ
ー
ル
シ
ー
と
呼
ば
れ

る
ペ
ル
シ
ャ
人
が
八
万
人
ほ
ど

い
る
。
十
世
紀
中
頃
、
イ
ラ
ン

東
部
か
ら
移
住
し
て
き
た
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
徒(

拝
火
教)

で
、

今
も
鳥
葬
を
す
る
。
タ
タ
財
閥

の
創
始
者
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
ジ
・

タ
タ
、
指
揮
者
の
ズ
ー
ビ
ン
・

メ
ー
タ
ー
、
ク
ィ
ー
ン
の
フ
レ

デ
ィ
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
な
ど
も

パ
ー
ル
シ
ー
で
あ
る
。
ペ
ル
シ

ス
と
い
う
名
は
「
ペ
ル
シ
ャ
か

ら
」
と
い
う
意
味
。 

イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
は
一

九
四
七
年
分
離
独
立
、
イ
ン
ド

は
五
〇
年
一
月
、
共
和
国
と
し

て
正
式
に
独
立
し
た
。
こ
の
国

境
の
線
引
き
を
わ
ず
か
ひ
と
月

で
や
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
に

行
っ
た
こ
と
も
な
い
一
介
の
公

務
員
シ
リ
ル
・
ラ
ド
ク
リ
フ

だ
っ
た
。
二
分
割
さ
れ
た
パ
ン

ジ
ャ
ブ
は
特
に
悲
惨
で
、
二
百

万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
、
略

奪
、
殺
人
な
ど
の
犯
罪
が
多
発

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
殺

人
事
件
は
、
こ
の
状
況
下
で
起

き
る
。
こ
れ
も
シ
リ
ー
ズ
化
さ

れ
、
Ｃ
Ｗ
Ａ
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ダ

ガ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。
本
格
推

理
も
の
の
傑
作
で
あ
る
。
同
じ

く
田
村
義
進
訳
。 

カルカッタ(現コルカタ)にて筆者撮影(1977年) 



ご寄付ありがとうございました！ 

 

  

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

ノエビア京都西都販売会社 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 
 

（五十音順） 

 

大雪、業務に大きく影響！ 

 

 

編 

集 

後 

記 

「
バ
ッ
ク
・ト
ゥ
・ザ
・フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
」
三
部
作
が
新
吹
き
替
え

版
で
放
送
さ
れ
、
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

私
も
そ
の
一
人
、
何
度
も

見
た
作
品
で
す
が
、
改
め
て
み

る
と
、
１
９
８
０
年
代
を
感
じ
さ

せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
か
ら

見
た
未
来
の
姿
（ 

現
代
）と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
見
て
い
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
実
際
、
車
は
空
を
飛
ん

で
い
ま
せ
ん
し
、
サ
イ
ズ
を
自
動

調
整
し
た
り
、
乾
か
し
て
く
れ

る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
存
在
し
て
い
ま

せ
ん 

▼
実
際
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

で
き
る
未
来
が
来
る
の
か
、
そ

れ
は
こ
の
先
も
ア
ニ
メ
や
映
画
だ

け
の
世
界
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

映
画
の
合
間
に
流
れ
た
洗
剤
の

Ｃ
Ｍ 

で
流
れ
た
曲
を
聞
い
た
瞬

間
、
平
成
初
期
に
舞
い
戻
っ
た
気

分
に
な
り
ま
し
た 

▼
今
井
美

樹
の「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ 

Ｏ
Ｆ 

Ｍ
Ｙ 

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
と

し
て
当
時
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

ま
さ
か
令
和
の
こ
の
時
代
に
こ

の
曲
を
聞
く
と
は
思
い
も
よ
ら

ず
、
吉
高
由
里
子
の
出
演
な
の

に 
『
い
っ
た
い
今
は
何
年
？
』と

思
っ
た
ほ
ど
、
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
同
世

代
の
方
も
た
く
さ
ん
い
た
よ
う

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も『
懐
か
し
い
！
』

『
当
時
を
思
い
出
し
た
！
』『
Ｃ
Ｍ

の
雰
囲
気
と
曲
が
見
事
に
マ
ッ
チ

し
て
い
る
！
』な
ど
多
く
の
投
稿

を
見
か
け
ま
し
た 

▼
こ
の
曲
を

知
ら
な
か
っ
た
若
い
世
代
の
方

に
も
新
鮮
に
う
つ
っ
て
い
る
よ
う

で
、
音
楽
配
信
チ
ャ
ー
ト
で
も
上

位
に
急
上
昇
。
三
十
数
年
と
い

う
時
を
経
て
、
ま
た
ヒ
ッ
ト
の
予

感
す
ら
し
ま
す
。
実
の
と
こ
ろ
、

私
が
高
校
生
の
頃
初
め
て
買
っ

た
Ｃ
Ｄ
シ
ン
グ
ル
が
こ
の
曲
で
、

長
く
フ
ァ
ン
を
続
け
て
き
て
い
る

一
人
と
し
て
、
数
あ
る
ヒ
ッ
ト
曲

の
中
か
ら
こ
の
曲
を
選
ん
だ
方

に
賞
賛
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
見
事
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
か
ら…

 

▼
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
、
歌
、
食
の
ブ
ー
ム

な
ど
流
行
は
繰
り
返
す
と
よ
く

い
い
ま
す
。
中
島
み
ゆ
き
の「
時

代
」で
も
歌
わ
れ
て
い
る
通
り
、

時
代
は
ま
わ
り
、
ま
た
巡
り
合

う
こ
と
に
な
る
ん
だ
な
ぁ
。
と
感

じ
た
今
日
で
し
た
。  

 
 

< 

編
集
子 > 

2月 9日（日）朝、事務所の様子↑ 

 

2月 8 日（土）未明から降り始めた大雪により、

デイサービス、訪問サービスともに大きな影響を

受けました。 

9 日（日）朝は、車での移動が困難なほどの積雪

であったため、デイサービスを休業せざるを得ず

翌 10 日（月）朝も送迎に大きな影響が出ました。 

訪問サービスも利用の休止をお願いしたり、ヘル

パーの調整を行い、何とかやり過ごすことができ

ましたが、久しぶりの大雪、雪かき、業務にてんや

わんやした 2月初旬でした。 

 

地域の方から、デイサービスや、日々の活動に役立つのであ

ればと、タオルをたくさんいただきました。  

また椎茸の菌と、それを打ち込む原木もご寄付いただいて、

利用者さんにその作業をしてもらいました。 

地域に根差した介護サービスを掲げている団体として、こう

いったご支援をいただけるのは非常にありがたいことです。 

いただいたご厚意は大切に使わせてもらいます。 

以前連載していた「丹波育児院」の追録記事を

附録としてはさんでいます。 ご一読ください。 

 



 

 

先
日(

一
月
二
三
日
付
け)

の
京
都

新
聞
「
丹
波
偉
人
伝
心
」
欄
に
京
丹

波
町
保
井
谷
出
身
の
山
内
成
太
郎

(

一
八
六
二
～
一
九
二
三)

が
と
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
山
内
に
つ
い
て
は
以

前
、
連
載
第
15

回(

※)

で
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
も
う
少
し

補
足
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

保
井
谷
の
山
内
家 

ま
ず
、
成
太
郎
が
生
ま
れ
た
保
井

谷
の
山
内
家
の
歴
史
で
す
。 

成
太
郎
の
祖
父
重
右
衛
門
が

『
耳
孫
教
訓
』
と
い
う
文
書
を
書
き

残
し
て
お
り
、
岡
光
夫
『
幕
藩
体
制

下
の
小
農
経
済
』(

法
政
大
学
出
版
局
一

九
七
六)

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
山
内
家
初
代
は
、

天
正
年
間(

一
五
七
三
～
一
五
九
二)

初

期
に
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
て
落
人
と

な
り
、
西
国
か
ら
「
主
従
三
人
か
ち

徒

歩

は
だ
し
」
で
「
四
、
五
両
の
金
子
を

携
え
て
」
保
井
谷
に
来
住
し
、
百
姓

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

二
代
目
の
三
太
夫
定
重
は
、
保
井

谷
で
生
ま
れ
、
三
代
又
兵
衛
定
家
は
、

沢
お
も

潟
だ
か

、
ほ
う
づ
き
、
蘭
な
ど
の
作
物

を
こ
の
地
に
導
入
し
、｢

鑓
や
り

を
使
う

事｣

も
広
め
ま
し
た
。
そ
の
子
九
郎

兵
衛
定
網
は
、
よ
く
弓
を
引
き
、
生

け
花
を
好
む
人
で
し
た
。 

定
網
の
子
三
太
夫
定
正
の
代
に

は
繁
栄
と
没
落
を
経
験
し
ま
し
た
。

定
正
は「
屋
敷
を
大
い
に
普
請
し
」、

近
在
に
「
七
百
石
余
り
買
取
」
る
な

ど
繁
栄
を
き
わ
め
、
そ
の
名
は ｢

国

中
に
隠
れ
な
く
、
福
有
と
器
量
を

以
も
っ
て

鳴
」
り
響
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
「
蕗

ほ
い

谷
」
を
「
保
井
谷
」
に
改
め

た
と
も
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

時
代
に
旗
本
島
弥
左
衛
門
の
代
官

に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
島
氏
は
、
現

京
丹
波
町
域
で
保
井
谷
、
粟
野
、
妙

楽
寺
、
三
ノ
宮(

一
部)

、
実
勢
の
村
々

を
所
領
と
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
定
正
は｢

さ
し
た
る
罪

も
無｣

か
っ
た
の
に
讒
言

ざ
ん
げ
ん

に
よ
っ
て

｢

追
放
に
あ
い
、
再
度
帰
り
給
わ
ず｣

、

｢

当
家
滅
亡
の
時
節｣

に
至
り
ま
す
。 

こ
の
定
正
の
子
が
『
耳
孫
教
訓
』

を
書
き
残
し
た
重
右
衛
門
定
次
で

す
。他
の
兄
弟
五
人
が
父
と
同
罪
と

し
て
追
放
さ
れ
た
の
で
、
末
子
で
、

た
だ
一
人
異
母
弟
だ
っ
た
重
右
衛

門
が
名
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。 

重
右
衛
門
は
、親
が
危
機
に
陥
っ

た
の
は
商
品
作
物
や
商
売
に
心
を

奪
わ
れ
た
た
め
だ
と
考
え
、
子
孫
に

は
稲
作
に
専
心
す
る
よ
う
に
と『
耳

孫
教
訓
』
を
書
き
残
し
ま
し
た
。 

そ
の
子
が
成
太
郎
の
父
と
な
る

九
郎
兵
衛
で
、
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

に
一
揆
勢
の
襲
撃
を
受
け
た
と
き

の
当
主
で
す
。 

明
治
五
年(

一
八
七
二)

時
点
で
保

井
谷
は
戸
数
二
九
戸
、
人
口
一
四
八

人
、
田
畑
合
わ
せ
て
三
〇
町
歩
、
山

林
一
三
町
歩
と
い
う
村
で
し
た
。こ

の
う
ち
九
郎
兵
衛
は
田
畑
九
町
六

反
、
屋
敷
五
反
、
山
林
五
町
歩
を
有

し
、分
家
も
田
畑
五
町
五
反
を
有
し

て
お
り
、両
家
だ
け
で
村
の
半
分
を

占
め
て
い
ま
し
た(

岡
前
掲
書)

。 

甥
の
三
上
次
男 

九
郎
兵
衛
に
は
長
男
成
太
郎
、

次
男
伍
三
郎
、
三
男
一
二

ひ

ふ

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

、

さ
ら
に
娘
一
人
息
子
二
人
が
あ

り
ま
し
た
。
伍
三
郎
は
、
成
太
郎
が

北
海
道
に
渡
っ
た
後
、
故
郷
に
残
っ

て
家
を
守
り
、三
ノ
宮
村
長
な
ど
を

つ
と
め
ま
し
た
。
一
二
三
郎
は
、
宮

津
の
三
上
家
へ
婿
養
子
に
入
り
ま

※http://www.cloverservice.or.jp/dayori/tanbaikujiin15.pdf 

重要文化財「旧三上家住宅」(宮津市河原) 

九郎兵衛

伍三郎 一二三郎成太郎

山内家略系図

(初代)

三太夫定重

又兵衛定家

九郎兵衛定網

三太夫定正

重右衛門定次

補 遺 



 

 

し
た
。
宮
津
の
三
上
家
は
、
江
戸
時

代
に
酒
造
業
・
廻
船
業
・
糸
問
屋
な

ど
を
営
み
、
宮
津
藩
の
御
用
金
を
扱

っ
た
豪
商
で
し
た
。
そ
の
住
ま
い
は

現
在｢

旧
三
上
家
住
宅
」
と
し
て
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、往
時
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
え

ま
す
。 

一
二
三
郎
夫
妻
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
た
の
が
東
洋
学
者
・
考
古
学

者
と
し
て
高
名
な
三
上
次
男
で
す
。 

三
上
次
男
は
小
学
五
年
ま
で
宮

津
で
過
ご
し
ま
し
た(

一
年
上
級
に
後

の
衆
議
院
議
長
前
尾
繁
三
郎
が
い
た)

。

そ
の
後
、
伯
父
成
太
郎
の
誘
い
を
受

け
て
一
家
で
北
海
道
へ
渡
り
、旭
川

中
学
、
浦
和
高
校(

埼
玉
県)

を
へ
て

東
京
大
学
へ
入
学
、
考
古
学
を
専
攻

し
て
東
大
や
青
山
学
院
大
の
教
授

を
つ
と
め
、
東
洋
史
研
究
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。(

兄
の
一

は
じ
め

は
丹

波
屋
へ
入
社
し
て
い
ま
す) 

そ
の
三
上
次
男
の
「
山
内
成
太

郎
伯
父
と
わ
た
く
し
」
と
い
う
随
筆

か
ら
以
下
、
引
用
し
ま
す(

『
春
日
抄
』

中
央
公
論
美
術
出
版
一
八
八
一
所
収)

。 

「
記
憶
に
残
る
伯
父
は
長
身
痩
躯

そ

う

く

で
松
籟

し
ょ
う
ら
い

を
ひ
び
か
せ
た
孤
松
の
よ

う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
若
い
時
は
端

麗
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
白
皙

は
く
せ
き

の

顔
に
は
、
風
雪
に
耐
え
抜
い
た
枯
淡

な
笑
み
が
た
だ
よ
い
、
赤
み
を
お
び

た
頬
と
白
髪
と
が
、
さ
り
げ
な
く
美

し
い
対
照
を
み
せ
て
い
た
。
洋
服
が

よ
く
似
合
っ
た
」
「
父
や
、
父
の
生

家
を
訪
れ
た
兄
の
話
し
に
よ
る
と
、

屋
敷
の
構
え
は
ひ
ど
く
大
き
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
後
年
、
そ
の
母
屋

の
一
部
が
園
部
に
移
さ
れ
て
公
会

堂
と
し
て
使
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
」

「
当
時
の
伯
父
は
、す
で
に
第
一
線

を
退
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
て
旭
川
組
合
教
会

の
長
老
と
し
て 

(

略) 

熱
心
な
そ
の

支
持
者
で
あ
り
、
教
会
で
の
活
動
は

も
と
よ
り
、
教
会
関
係
の
社
会
事
業

に
は
常
に
関
係
し
た
」「
も
っ
と
も

熱
意
を
こ
め
て
打
ち
込
ん
で
い
た

の
は
禁
酒
会
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

(

略) 

声
を
大
に
し
て
禁
酒
運
動
を

続
け
る
伯
父
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
、し
ば
し
ば
嫌
が
ら
せ
や
脅
迫
も

あ
っ
た
」
「
伯
父
の
死
を
知
っ
た
わ

た
く
し
が
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け

た
こ
と
は
、
受
洗
記
念
に
伯
父
か
ら

与
え
ら
れ
た
聖
書
に『
山
内
の
伯
父

様
、
大
正
十
二
年
十
一
月
五
日
、
相

州
茅
ヶ
崎
に
て
歿
せ
ら
れ
る
』と
沈

痛
な
字
で
書
き
と
ど
め
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
中
学
五
年
の

と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
聖
書
を
、
伯

父
は
わ
た
く
し
に
与
え
る
と
き
、そ

の
扉
に
『
谷
川
に
腹
洗
う
蛙
か
な
』

と
い
う
句
を
記
さ
れ
た
。あ
ま
り
上

手
で
は
な
い
が
、
野
武
士
的
で
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
暖
か
さ
が
こ
も
っ
て
い

る
。成
太
郎
伯
父
は
そ
の
よ
う
な
人

で
あ
っ
た
」 

山
内
家
・丹
波
屋
と
佐
野
文
子 

佐
野
文
子
は
、
旭
川
で
廃
娼
運

動
や
刑
余
者
の
更
生
保
護
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
戦
争
中
に
東
条

英
機
の
家
庭
秘
書
だ
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
人
物
で
す
が
、丹
波
屋
商

会
第
二
代
社
長
佐
野
啓
次
郎
夫
人

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

佐
野
啓
次
郎
の
妹
が
成
太
郎
の

次
男
英
二(

の
ち
の
第
三
代
社
長)

の
妻

と
い
う
関
係
で
し
た
。
啓
次
郎
は
大

正
六
年(

一
九
一
七)

、成
太
郎
に
請
わ

れ
て
第
二
代
社
長
と
な
り
ま
し
た
。 

文
子
は
島
根
県
出
身
。
幼
時
よ
り

利
発
で
、年
齢
を
繰
り
上
げ
て
四
歳

で
小
学
校
に
入
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

明
治
四
二
年(

一
九
〇
九)

、旭
川
の
医

者
に
嫁
い
で
い
た
姉
の
も
と
へ
転

居
し
、
小
学
校
教
員
を
へ
て
啓
次
郎

と
結
婚
。し
か
し
啓
次
郎
は
大
正
十

年(

一
九
二
一)

に
早
逝
し
ま
す
。 

文
子
は
夫
亡
き
後
、廃
娼
運
動
に

挺
身
し
ま
す
。
遊
郭
主
か
ら
刺
客
を

送
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、命
が
け
で

娼
妓
た
ち
を
支
援
し
ま
し
た
。 

戦
争
中
、文
子
の
活
動
は
国
防
婦

人
会
へ
移
り
ま
す
。そ
の
活
躍
と
人

柄
が
中
央
に
ま
で
聞
こ
え
、
総
理
大

臣
東
条
英
機
家
の
私
設
秘
書
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
東
条
家
で
は
約
三

年
間
、
書
類
整
理
、
子
供
の
世
話
や

教
育
、
夫
人
の
相
談
相
手
な
ど
を
つ

と
め
、
東
条
か
ら
も
「
佐
野
先
生
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

戦
争
協
力
に
傾
い
た
文
子
で
し

た
が
、
東
条
が
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ

れ
た
後
も
罰
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

旭
川
へ
戻
っ
て
戦
後
も
多
数
の
公

職
・
団
体
の
理
事
や
会
長
を
歴
任
し

ま
し
た
。
昭
和
五
三
年(

一
九
七
八)

、

歿
、葬
儀
は
旭
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

(

山
下
幾
雄) 

 

 

 


